　　　　　　初等理科指導法基礎学習指導案
上原彩　久保田聡美　佐藤真也
　竹本美奈子　三澤由季子　安田真弥
＊対象学年：4年生
＊単元名：もののかさ(２)　もののかさと温度
＊単元目標：空気及びその他のものを温めたり冷やしたりして、
変化の様子を調べ、それらの性質についての考えをもつようにする。　　　　　
＊本時の位置：全７時間中第４時
1 指導過程☆
	学習活動
	段階
	　　　　学習の内容
	　教師の指導
	指導上の留意点

	導入
実験Ⅰ
実験Ⅱ
実験ⅠⅡの確認
実験Ⅲ
発展
まとめ

	3分
5分
3分
5分
１２分
４分
３分
４分
5分
2分
3分

	手品に見立てた実験から学習の興味へとつなげる
栓を上向きにした状態でフラスコをあたため、実験を開始する
栓を下向きにした状態でフラスコをあたため、実験を開始する
実験Ⅰと実験Ⅱを比較し、空気はあたたまるとどうなるか理解させたうえで、導入の手品のタネあかしをする
つぶれたピンポン球を見せ、元に戻す方法を考えさせる
ピンポン球をあたためることで空気の性質を再確認させる
空気以外のものをあたためた場合はどうなるか、予想させる
日常生活の場面から、きつく閉めたビンの蓋をあたためることで予想の答えへ導く
得られた結果の原理を説明する
ものはあたたまるとかさが増えることを確認させる
ものがあたたまるとかさが増える性質を考慮したものを紹介し、説明する

	なぜ栓が外れたか学習カードに予想を記入
黒板により原理を説明
話し合いの時間をとる
考える時間をとる
黒板を使い説明
学習カードに記入
	出来るだけ熱いいお湯を用意する
フラスコの空気が漏れないようにしっかり栓をさせる
フラスコの口を人に向けないようにさせる
お湯を変え熱いお湯を用意する
やけどに
注意させる
一人一人考えさせる



